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研究成果の概要： 

 ヒト声帯の黄斑の機能と黄斑内のビタミン A貯蔵星型細胞の機能を研究した。 

 1)ヒト声帯黄斑のビタミン A貯蔵星型細胞を細胞培養し継代培養に成功した。 

 2)ヒト声帯黄斑に密に分布するビタミン A貯蔵星型細胞の機能は、声帯粘膜固有層に分布す

る通常の線維芽細胞と機能的に違うのかを放射線感受性の観点から研究した。 

 3)未熟な新生児の声帯黄斑内のビタミン A貯蔵星型細胞がどのような要因により活性化され、

ヒト固有の声帯粘膜の層構造を構築し、ヒト声帯粘膜の成長・発達に関与しているかを研究し

た。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

   2007 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

     2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,200,000 660,000 2,860,000 

 
 

研究分野：耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

科研費の分科・細目：外科系臨床医学・耳鼻咽喉科学 

キーワード：声帯、喉頭、細胞、細胞外マトリックス、黄斑、ビタミン A 貯蔵星型細胞 

 
 
１．研究開始当初の背景 

 ヒトの声帯のみが哺乳類の中で特徴的な

構造を持っており、この声帯を用いてヒトは

会話をしたり歌ったりできる。 

 我々の研究から、ヒト声帯膜様部粘膜固有

層の前端と後端に存在する黄斑がヒト固有

の声帯粘膜の層構造を構築し、ヒト声帯粘膜

の成長・発達・老化に関与していることが示

唆されている。またヒト声帯の黄斑が声帯振

動に不可欠な声帯粘膜の細胞外マトリック

スの代謝に関与し、声帯振動に必要な物性
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（粘弾性）を維持していることが示唆されて

いる。 

 

 

２．研究の目的 

 今回の研究目的は、ヒト声帯膜様部粘膜固

有層の前端と後端に存在する黄斑と黄斑内

のビタミン A貯蔵星型細胞の機能を研究する

ことにある。 

 

 

３．研究の方法 

 1) ヒト声帯黄斑内のビタミン A 貯蔵星型

細胞の継代培養 

 ヒト声帯黄斑のビタミン A貯蔵星型細胞を

細胞培養し、継代培養を行った。 

 方法は光学顕微鏡下にヒト声帯の声帯黄

斑とラインケ腔を摘出した。声帯黄斑とライ

ンケ腔を抗生物質入りのリン酸緩衝液に浸

し た 後 に 、 DMEM (Dulbecco’s modified 

Eagle’s medium)培地で単層静置培養を行い、

ビタミン A貯蔵星型細胞と線維芽細胞の継代

培養を行った。 

 2) ヒト声帯黄斑内のビタミン A 貯蔵星型

細胞の放射線感受性 

 放射線照射後のヒト声帯を組織学的に研

究した。 

 研究方法は声帯膜様部の黄斑部と粘膜固

有層の細胞外マトリックスの分布と構造、お

よびこれらの細胞外マトリックスを産生す

る声帯黄斑内のビタミン A貯蔵星型細胞を光

学顕微鏡、透過型電子顕微鏡で観察した。 

 標本の作製方法は以下のごとくである。 

 （光学顕微鏡用標本） 

 10％ホルマリンに固定されている標本を

脱水、パラフィン包埋した後に、銀染色、PAS

染色、アルシャンブルー染色、エラステイ

カ・ワンギーソン染色などを行ない観察した。 

 （透過型電子顕微鏡用標本） 

 2.5％グルタールアルデヒドによる固定と

2％オスミウム酸緩衝液で後固定の後、脱水、

エポン包埋、超薄切片の作製を行ない、ウラ

ニル鉛染色、タンニン酸染色などを行ない透

過型電子顕微鏡用標本を作製し観察した。 

 3) 生後の発声および声帯振動がヒト声帯

黄斑内のビタミン A貯蔵星型細胞に与える影

響 

 生後発声が行われていない重症心身障害

者の成人と小児男女の喉頭を組織学的に研

究した。 

 研究方法は声帯膜様部の黄斑部と粘膜固

有層の細胞外マトリックスの分布と構造、お

よびこれらの細胞外マトリックスを産生す

る声帯黄斑内のビタミン A貯蔵星型細胞を光

学顕微鏡、透過型電子顕微鏡で観察した。 

 光学顕微鏡用標本と透過型電子顕微鏡用

標本の作製方法は 2)と同様である。 

 

 

４．研究成果 

 ヒト声帯黄斑の機能と黄斑内のビタミン A

貯蔵星型細胞の機能を研究した。 

 1)ヒト声帯黄斑のビタミン A貯蔵星型細胞

を細胞培養し継代培養に成功した。継代培養

されたビタミン A 貯蔵星型細胞は in vitro

で通常の線維芽細胞と形態学的に異なって

おり増殖形式が異なっていた。 

 2) ヒト声帯黄斑に密に分布するビタミン

A 貯蔵星型細胞の機能は、声帯粘膜固有層に

分布する通常の線維芽細胞と機能的に違う

のかを放射線感受性の観点から研究した。今

回の研究ではビタミン A貯蔵星型細胞は、声

帯粘膜固有層に分布する通常の線維芽細胞

に比較してより放射線感受性が高く、より未

分化な細胞であることが示唆された。 

 3)未熟な新生児の声帯黄斑内のビタミン A

貯蔵星型細胞がどのような要因により活性

化され、ヒト固有の声帯粘膜の層構造を構築

し、ヒト声帯粘膜の成長・発達に関与してい



 

 

るかを研究するために、生後発声が行われて

いない重症心身障害者の成人と小児男女の

喉頭を形態学的に研究した。今回の研究では

生後発声を行っていない声帯黄斑部の構造

に関しては、ビタミン A貯蔵星型細胞の形態、

細胞外マトリックスの分布と構造が正常と

は異なっていた。ラインケ腔、声帯靱帯の構

造に関しては、線維芽細胞の分布と構造に変

化はなかったが、同部の細胞外マトリックス

の分布と構造が正常とは異なっており、ヒト

固有の声帯粘膜の層構造は構築されていな

かった。発声による声帯振動と声帯振動によ

る声帯黄斑と黄斑内のビタミン A貯蔵星型細

胞に加わる張力が、声帯黄斑内のビタミン A

貯蔵星型細胞を活性化し、ヒト固有の声帯粘

膜に必要な細胞外マトリックスを産生しヒ

ト声帯の層構造を構築し、ヒト声帯粘膜の成

長・発達に関与しているという仮説が支持さ

れた。 
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